
















近年自閉症において,脳内 serotonin の代謝に異常のあることが想定され,種々の方面から

検討がなされている。すなわち,1961年,Schain ら 33)によって自閉症児の血中 serotonin

が高値を示すことが初めて報告されて以来,血小板による serotonin の取り込みや遊離の

異常,kynurcnine 代謝の異常,尿および脳脊髄液中の 5HIAA の異常,尿中の serotonin 異常

代謝物質,血小板内 MAO 活性の異常などが報告されている。 

さて最近,血漿中で albumin と結合していない,tryptophan,すなわち血漿遊離型

tryptophan(frectryptophan,以下 free trp.)が脳内の trp．代謝ひいては serotonin 代謝

を規制することが注目されている。そして精神疾患の中では,これまで躁うつ病,Down 症候

群などが対象とされて血漿 fee trp.が測定され,異常値が見出されている。しかしこれま

で,自閉症児を対象として,血漿 free trp.を測定した研究はみられない。 

そこで今回われわれは,自閉症児を対象として,血漿 free trp.,総 tryptophan(total 

tryptophan,以下 total trp.)および血中 scrotonin 濃度を同時に測定し,相互の関連性を

検討し,さらに自閉症児の臨床症状や病態生理との関係についても検討を加えたので報告

する。 


